
　まちラボの地域
連携担当として、お
膝元である神戸元
町商店街では部会
や理事会での顔に
も馴染んできまし
た。まちを歩くだけなのに、いろんなお店で
おしゃべりしたり負けてもらったり、すっかり
第２の故郷になりつつあります。まちの人と
話して見えてくるのは、まちの昔の姿だったり
人間模様だったり。そんな元町商店街の広
報部の皆さんとそれぞれおしゃべりしてきた
ので、商店街の今までを振り返りつつこれか
らを考えてみようと思います。

商店主たちは戦友みたいなもん
「ちょっと話を聞いてほしい時に世代間や業種
の違いを越えて話ができる、百貨店の平場の
ような感覚がまさか商店街でも感じられると
は思わず、とても感謝しています。元町商店街
を大動脈に例えるとしたら、路地裏のお店は
隅々まで続く毛細血管。どちらにとっても必要
不可欠な存在で、その流れ方（人の流れ方）は
同時進行で、緩やかさも激しさも似ています。」
「商店街でも、まちの人とつながりをつくるに
は役員にならないと難しかったりするんです
よ。それもとられた時間より出会いに価値が見
出せないと難しいしね」
　商店街ならではの人間関係は長所でもあ
り短所でもあるようです。単組、自治体、連合
と幾重にも重なる関係性はしがらみにもブー
スターにもなっています。

全体が年取ったな～とは思うよ
「小学生の頃３丁目にはティファニー、ヴィトン、
ロッテリアもあって。まちの様相はまあ変わっ
たよね、三越店員の休憩所がいまやまちの会
議室だし」
「歴史ある有名な商店街だけど、そんな細かい
ところまでお客様は知らないっていう。知名度
の過信は禁物ですね」
「変わらんといかんって姿勢や意見は見えるけ
ど、人手が足りなくてやりたいことができてな
かったりで。もっと多くの商店街の人に企画段
階から楽しく参加してもらえて、盛り上げるこ
とができたらいいのに、と思う。とりあえず、
負担かかってきてるからゆっくりさせてーって
感じ」
　世代交代の時期でもある元町商店街
は、歴史や伝統文化の守っていく部分と
刷新していく部分を選別していく時期で

好きなまち、好きなひとたち「まち活拠点 まちラボ」
特定非営利活動法人 神戸まちづくり研究所 今地  春乃

もあります。紙からインターネットという
分かりやすい部分だけではなくて、お
客さんを待つのではなく呼び込む方向
に事業や広報の方向が変わってきてい
ます。

夜市はやっぱり特別よね
「夜市で迷子になったのは覚えてる、商店街
なんて一本道で迷子になりようもないのに
ね。笑」
「コロナ禍で数年空いたけど今年もね、親族
が手伝いに来てくれたりして。商店街の横の
つながりも感じるけど、家族のつながりも実
感できたの。」
「夜市だけじゃなくて、他のイベントも盛り上
げていきたい。元町らしく、上品な大人の街っ
ぽく。秋にも文化祭っぽいことができたらいい
よね」
　コロナ禍での開催中止後ようやく再開
した第39回元町夜市。元町商店街とい
えば例に上がるようなこの夜市は、改め
て商店街内外でつながりを再確認する
場となるとともに、全丁で行うような大規
模なイベントの必要性を感じる機会にも
なりました。

それでも本質は「元町商店街」
「６丁目は伝統や歴史を大切にしながら新しい
ことへのチャレンジをしたいけど、なかなかア
クセル踏めなくて、時が止まったかのような空
気感だった。今入口の建物（旧第一ホテル）の
解体も始まり、今後の計画も見えてきてようや
く止まっていた時間が動き出した気がする」
「５丁目は明るいよね、物理的にも。色々やって
てバラエティに富んでる。連帯意識も強いよ」
「『入店も退店も期間が長い』という独特の言
い伝えが４丁目にはあります。お店の在り方を
おおらかに受け止め、位置的にも他丁とともに
前進するのが４丁目！ニューフェイスで元気な
女性たちの存在も見逃せません。」
「1 番街は多様なお店があって、来街してもら
いたい気持ちが常に強いかな」
「３丁目はテナントとオーナーの数とかいろん
な意味でバランスは取れてると思う。でも、結
局はみんな「元町商店街」であることに変わり
はないから。お客さんから見たら丁の垣 根な
んてあってないようなもんだしね。他の丁のイ
ベントを手伝ったりしてもいいと思うんです
よね」
　５つの単組それぞれに特色があり、主
張しあいながらまとまろうとしたりまとま

らなかったりしているのが元町商店街で
す。共通するのは、「それでもみんな元町
商店街」ということ。最近では今年のハ
ロウィンで 1 番街と３丁目が協力して一
つのイベントをしています。足りないとこ
ろを補い合っていこう、という流れが一
番の変化なのかもしれません。
次の目標は会議で笑いを取ることやねん

「褒められたい、目立ちたい自己主張の強い人
が多いけど、だからこそみんなで主張しあって
みんなで活躍できればいいかな。とにかく、み
んなで仲良く」
「それぞれの丁で魅力を発信してね、それぞれ
を認めて、それぞれを応援していく。一本には
なれないけど、わざわざ丁で人を別けずにね」
「各丁でしている良いイベントは全丁で応援し
ていって、より魅力ある神戸で一番に立ち寄り
たい商店街になってほしい」
　まとまった状態で前に進みたい、とい
うのが主な意見でした。テナントやオー
ナーに関わらずまちのことに関わってほ
しい、しがらみを越えてコミュニケーショ
ンをとっていきたい。それ自体が希望
だったり野望だったりしていました。でも
その先にはみんな“神戸１”があるので
は？と思ったりします。
今日も明日も、いつ来ても誰かに会える
　商店街の照明が各丁で違うこと、もと
ずきんちゃんというキャラクターがいるこ
と、メガネ屋さんのおじさんがとっても優
しいこと、知っていますか。きっと、ゆっく
り歩いてみたり通ってみたりおしゃべりし
てみないと分からないことは、好きじゃな
いと分からないことです。あなたの好き
なまちはどこですか、そこに好きなひとた
ちはいますか。そのまちでその人たちと
やりたいと思うあれそれがまちづくりに
なっていくはずです。
　最後に広報部のみなさんとわたしのま
ちづくりの過程のひとつを紹介して、ここ
までとします。QR コードからどうぞ。感
想もお待ちしています！
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編　集　後　記

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３

１１月　３日（木）～１１月　８日（火）
　第２５回きんもくせいの会 絵画展
１１月１０日（木）～１１月１５日（火）
　あでやっこ 水中写真展
１１月１７日（木）～１１月２２日（火）
　示現会兵庫の作家たち展
１１月２４日（木）～１１月２９日（火）
　ＣＰＭ洋画部展覧会

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６
１１月　５日（土）～１１月１１日（金）
『ポーランドへ行った子どもたち』・『Sex-
ual Drive』
１１月　５日（土）～１１月１８日（金）
『NOBODY KNOWS チャーリー・バワーズ』
　発明中毒篇・『遠くへ、もっと遠くへ／
　あいたくてあいたくて あいたくて』
　※2作品日替り

■元町＆元町５丁目クイズ

　栄町通まちづくり委員会は、１０月１
４日（金）１０時から１０時３０分まで、
栄町通を中心に、ゴミ拾いと不法ビラ
撤去、自転車・バイクなどへの不法駐輪
警告チラシ取り付け作業など、栄町通
クリーン大作戦を実施した。参加者は、
（元栄海三丁目協和会）奈良山喬一、
（㈱イーエスプランニング）大澤優希・
　川田隼世、（㈱ＫＫテクノ）松本美紀・
中村圭遥、（こうべまちづくり会館）木原
正剛、（佐野運輸）北島幸宏・末松明、
（㈱神明）小林桂子、（神明倉庫㈱）大
西登紀子、（大一産業）渡部友貴、（トマ

　元町５丁目商店街では、来街者を対象に
９月１７日（土）～２５日（日）まで、「元町＆元
町五丁目クイズ！」を行った。問題は、クイズ
紹介の裏面に設けられた解答欄に答えを記
入する手軽な方法。「元町５丁目のすずらん
灯はどれでしょう？」にはじまり「はしうど神
社」の正しい漢字は？」、「２０１５年、５丁目
商店街が神戸市から環境奨励賞をもらう理
由になったあるものとは？」、「神戸が世界の港町になるきっかけ
を作った人は？」など、神戸とかかわりの深い８問を設定、応募を
募った。320名の応募があり、抽選で20名の方に潮﨑孝代著「み
ちくさ神戸」、５丁目オリジナルガラちゃんサコッシュが贈られた。

　観覧ご希望の方は、展覧会名と住所・氏名・年齢・本紙への
ひと言を添え、本紙編集部までハガキでお申込み下さい。先
着順で2名の方にペア招待券をお送りします。

□読者プレゼント

◎ボテロ展　ふくよかな魔法
南米コロンビア出身の芸術家、フェルナン
ド・ボテロ（１９３２～）。１９５０年代後半か
ら欧米で高く評価され、今日では現代を代表
する美術家のひとりに数えられています。
１０月８日（土）～１２月１１日（日）
京都市京セラ美術館　本館北回廊 1階
☎075－771－4334
フェルナンド・ボテロ《モナ・リザの横顔》2020年　油彩／カンヴァスフェルナンド・ボテロ《モナ・リザの横顔》2020年　油彩／カンヴァス

幣塚古墳の埴輪幣塚古墳の埴輪

◎発掘された明石の歴史展～明石の墓と祭祀～
　原始・古代・江戸時代においても、生前の
階層や地位・貧富の差が、墓の規模や副葬
品に反映されます。様々な遺構・遺物を通じ
て、当時の文化や暮らしを感じとっていただ
ければ幸いです。
１０月２９日（土）～１２月４日（日）
明石市立文化博物館　☎078－918－5400

■プロモーション・ビデオ制作
元町商店街では、コロナ禍のため
恒例のイベント開催を見合わせざ
るを得ない状況にあったため、若手
広報担当者が「元町商店街の魅力
をネットによる発信を行おう」と、
今地春乃さんを中心に手づくりのプロモーション・ビデオを製作し
た。１．２キロにわたる商店街の端から端までの店を楽しく巡りな
がらミュージカル調で商店街の魅力を紹介する。
　プロモーション・ビデオの視聴方法
　①制作秘話＝神戸元町商店街ホームページ
　「元町マガジン」コーナーの「プロモーションビデオメイキング」
　②映像（短編）２４秒・・・神戸元町商店街ホームページのトップ　
　③映像（長編）４分強・・・トップ頁バナーよりYouTubeチャネル
「神戸元町商店街連合会」
（問合せ先：企画映像制作者・今地春乃　080－5629－9612）

■神戸元町ミュージックウィーク開く
　コロナ禍のため２年休みとなってい
た恒例の神戸元町ミュージックウィーク
が、10月１日（土）～９日（日）まで、元町
商店街で開かれた。２３回目の開催とな
る。元町商店街では、まちづくり会館２
階ホールをはじめエスタシオン・デ・神
戸、アマデウス，BASS ON TOP（旧ヤマハ）などを会場にクラッシッ
クファンを集めたほか、発足以来恒例となっている丸太や２階ギャラ
リーでは、10月５日を除く１日～８日までの14時から、店主・三木久
雄氏を中心に、多彩なラッシックの音色で来場者を楽しませた。また
８日（土）と９日（日）には１～６丁目までの商店街を会場に、元町シ
スターズやアマデウス合唱団、ピアノ、声楽、ギター、フルート、クラリ
ネットのほか沖縄音楽などの音色が響き渡った。

■もとまちハーバークリーン作戦
　もとまちハーバー懇談会では１０月５日（水）正午１２時から、
地域一帯のクリーン作戦を実施した。奈良山会長をはじめスタ
シオン・デ・神戸から４名、ベルコから７名、ネッツトヨタ兵庫㈱
から２５名とたくさんの方々の参加がありました。

ト銀行）岡村恭輔、（のじぎく興産㈱）
藤原誠、（走水神社）兒嶋英毅、（兵庫
県信用組合）川口修矢・井上博之、（広
島銀行）曽我部真介、（三鈴マシナ
リー㈱）稲岡千碩、（新光明飾㈱）中川
俊・藤田直之・西村友博・大森貴美子、
（佐田野不動産㈱）佐田野宏之以上、
２３名のみなさんでした。毎月第２金
曜日午前１０時、栄町通６丁目佐田野
不動産前集合の上、実施しています。
お気軽にご参加ください。

１１月１２日（土）～１１月２５日（金）
　『やまぶき』
１１月１２日（土）～１１月１８日（金）
　『恋するボクとゾンビの呪い』
１１月１４日（月）～１１月１８日（金）
　PFFスカラシップ旧作『運命じゃない人　
　／川の底からこんにちは／空の穴』
　※3作品日替り
１１月１９日（土）～１１月２５日（金）
　『ギルバート・グレイプ』
　SILENT FILM LIVE #18
　「イタリア麦の帽子」「ヴァリエテ」「血と砂」
　『猫と塩、または砂糖』
１１月１９日（土）～１２月　２日（金）
　『みんなのヴァカンス』
１１月２６日（土）～１２月　２日（金）
　『オルガの翼』・『シャイニー・シュリンプス！
世界に羽ばたけ』・『裸足で鳴らしてみせろ』

１１月２６日（土）～１２月　９日（金）
　『こころの通訳者たち』
【予定は変更になる場合がございます。】

広報部の皆さん広報部の皆さん

ベルコベルコ ネッツトヨタ兵庫㈱ネッツトヨタ兵庫㈱エスタシオン・デ・神戸エスタシオン・デ・神戸

第363号⑴2022年（令和4年）11月1日2022年（令和4年）11月1日第363号⑷

（№22－11）

11

みなと元町タウンニュース

発　行：みなと元町タウン協議会　住　所：〒650-0022 神戸市中央区元町通3-13-1協和会館内　発行人：奈良山喬一　編集人：岩田照彦　電話・ＦＡＸ：078－391－0831

みなと元町タウンニュース



平野義昌

　光村利藻の新会社「光村出版部」も運転資金
に悩む。豆千代が新橋芸妓に住み替えし、契約
金を差し出した。竹内栖鳳がたびたび作品を寄
贈してくれた。1916（大正5）年、「光村印刷」で
安雲宗一の教えを受けた吉崎操が入社し、品
質が向上。この頃利藻を晩年まで支えた中条
与一（1915年）、吉村君子（17か18年頃）も入社
している。17（大正6）年仁丹のおまけカードを
受注。三菱製紙（三菱銀行から木村転任）と取
引が始まる。京都朝日堂や東京石川商店など販
売店から援助があり、工場を借り機械を増設
できた。18（大正7）年神戸の安雲（同年独立開
業）が技術指導に来社。新規受注は絵画複製
販売の尚美堂、出版社の冨山房、三省堂など。
　同年第一次世界大戦終結。スペイン風邪が
世界的に大流行し、19（大正8）年利藻も罹患し
て後継者問題が浮上した。斎藤元大臣や木村
と協議し、長男・利之に決定。利之は関西学院
から東京美術学校製版科に転学する。
　20（大正9）年家主が家屋と工場の明け渡し
を要求。木村は「光村出版部」の高級印刷技術
に期待し、新工場建設を支援した。同社の評価
は益々高まり、注文も激増した。従業員を増や
し、高品質機械を増設しなければならない。他
社との競争もある。
　利藻は身の回り品も芸術も無料頒布の本で
も一流でなければならない。金をかける。工場
の機械も同様だ。経営感覚に優れた常識人・木
村はこの投資を承認できない。21（大正10）年
利藻は木村に無断で小寺謙吉から5万円の融
資を受けた。機械を購入し、工場と製版部を拡
張し、従業員も増やした。新取引先は、鉄道省、
講談社、国際情報社など。仕事は好調だが、や
はり資金繰りに困る。
　23（大正12）年9月1日関東大震災。「光村出
版部」営業部と住居は全焼したが、工場と販売
店は無事だった。販売店社員たちが街に出て被
災状況を撮影し、利藻に「震災絵ハガキ」印刷と
発売を促す。たちまち売り切れ、注文が殺到し
た。現金取引にして資金難を解消できた。そこ
にまた災難、不良少年たちが工場に放火した。
震災で巨利を得ていることに義憤、という話だ
が、真偽は不明。利藻は火災保険金を取引先支
援に回した。
　帝室美術館から撮影・印刷を任され、美術印
刷では独占状態になる。オフセット印刷機とグ
ラビア印刷機を発注。木村は今回も難色。世界
的不況のうえ、すぐに復興景気は収まる、と考え
る。援助はするが、承認なしの借り入れや機械
購入は認めない、と念を押す。
　26（大正15）年大正天皇崩御。昭和改元早々
金融パニック、銀行取り付け騒動が起きる。木
村の予想を超える規模である。神戸では鈴木商
店が破綻し、川崎造船所も窮地に陥った。「光
村出版部」では取引先の国際情報社が倒産し、
給料遅配になる。利藻は木村に支援を求めるが、
拒絶された。
　27（昭和3）年利藻は斎藤に木村への仲介を
依頼。木村の条件は利藻引退。結果、利之が経
営トップになり「光村原色版印刷所」と改称、三
菱製紙の傘下に入る。
　利藻は独立して「光村美術出版部」を立ち上
げ、美術品複製と出版を続ける。9月から日本橋、
大阪、神戸の三越で展覧会・販売会を開催し、
大成功を収める。改めて技術力を証明した。だ
が、「光村原色版」の機械・設備使用は許されな
かった。新作を制作できず、旧作品を販売する

のみ。30（昭和6）年「光村美術」活動停止。利藻
は完全引退し、吉村秘書の故郷・北多摩郡砧村
に隠棲した。
　31（昭和7）年斎藤の斡旋により、利藻は「光
村原色版」から毎月生活費を支給された。同年
世田谷区に転居。サボテン栽培や兎、鶉、蝸牛
の飼育などを趣味にして暮した。気がかりは三
菱の「光村原色版」支援保障。斎藤を通じてた
びたび三菱と交渉するが、33（昭和9）年木村が
引退し、翌年死去。交渉事は立ち消えになる。
　32（昭和8）年斎藤は内閣総理大臣に就任し、
翌年退任。34（昭和10）年内大臣就任。35（昭和
11）年2月26日、陸軍将校クーデター「二・二六
事件」で殺害される。
〈長き生涯のうち恩人先輩または友人数多かり
しも、良く人を容れ、慈父に抱かれし感ありしは
斎藤子爵その人なりし。〉註1
　利藻心配の「光村原色版」は33年新工場を
操業する。35年株式会社となり、利之は取締役
技師長、39（昭和15）年支配人就任。色刷り印
刷が増加し業績は順調。戦時統制経済下でも
軍需が激増した。敗戦後の47（昭和22）年利之
は社長、49（昭和24）年には会長就任。現在の
「光村印刷株式会社」である。
　利藻の妻・藤子は45（昭和20）年1月病死、65
歳。夫婦共に過ごした時間は短いが、5人の子を
成した。水戸徳川家のお姫様と成り上がり経済
人の御曹司、若くしての政略結婚だった。新婚
当初から夫は趣味と事業に熱中し、花柳界に遊
び、愛人と暮らした。
〈……いまにいたりては、いかに陳謝するも、お
よばざる次第なり。〉註1
　豆千代「しょう」は京都の染物商主人に落籍
されていた。37（昭和13）年頃主人が亡くなり、
東京に戻った。利藻の三男・利弘の結婚資金を
用立てている。時々利藻宅を訪問し、話し相手
をした。51（昭和26）年利藻は生涯の愛人・恩人
を養女として入籍した。59（昭和34）年「光村
しょう」死去。
　51年、利藻引退後も献身的に世話をした秘
書・吉村も養女入籍。
　いずれも、自分の死後は光村家が生活の面
倒を見るだろう、との配慮である。
　利藻の実母シマは光村家を去った後、他家
に嫁ぎ、千代を出産。1915（大正4）年取り持つ
人がいて、利藻はシマ・千代と対面し、その後も
親交した。
　北長狭通5丁目の神戸本邸は料亭「菊水楼」
になり、繁盛した。開業時期や経緯は不明だが、
元町の料亭「三ツ輪」が本体。『神戸商工名鑑　
大正十四年』（神戸市役所商工課）に「菊水」の
記載がある。店名は楠木正成にちなむ。座敷に
「伊勢」「高砂」「鶴」「桜」など日本歴史・自然・文
化ゆかりの名をつけ、豪華なインテリアを施し、
多くの彫刻・美術品を配した。神戸空襲で焼失。
　谷崎潤一郎は『細雪』で大阪の客人を接待。
〈……（芦屋から）ハイヤアを神戸まで飛ばして、
花隈の菊水へ行った。（中略）神戸見物と云う意
味では菊水が一番珍しかろう、と云うことに
なった訳であった。〉註2
　海野十三（うんの・じゅうざ）（補註）は東京大
空襲で被災。娘を鹿児島の夫宅まで汽車で送
る途中、車窓から神戸の焼け跡を見た。
〈……県庁は残っているが、菊水は空し。惜しい
ことだ、あのコレクションは。〉註3
　お客の反応も好悪様々だったようだ。店はPR
冊子（註4）で店名由来、経営方針、各座敷意匠を
説明している。絵はがきも発行した。元の所有者・

利藻は旧宅の行く末を気にかけただろうし、評
判も耳にしただろう。
〈……絢爛にして俗悪なる家具調度をもって外
人や趣味低き人の間に評判となりしよしなれど
（後略）〉註1
　1950（昭和25）年安雲が病床にあった利藻
とはがき文通を始める。利藻に記憶を整理して
語らせるべく、「一日一話」の通信にした。二人
は毎日書いた。利藻は目が衰えると、吉村に助
けられて返信した。註5
　55（昭和30）年2月21日、利藻は心臓性喘息
のため死去。臨終に立ち会えたのは、吉村、中
条他数名だった。
　読者諸氏は利藻の一生をどう思われるか。
「徹頭徹尾、阿呆遊びに終始して、風流などとい
う点は目くそほどもなく、ただバカバカしい」（註
6）だろうか。芸術を愛する桁外れの贅沢を「精神
悠々」（註7）とする声がある。「金を稼ぐことでは
なく、使うことにだけ情熱を傾け」（註8）、写真・印
刷技術発展に貢献したことは確かだ。陳舜臣は、
開港場気質＝新しがり屋、よく言えば開拓者精
神、悪く言えば軽佻浮薄・野次馬精神、と評する。
〈神戸人の新しがりと軽佻浮薄を、顕微鏡で拡
大してみせたような人物だった。〉註9
　それにしても利藻の蒐集品散逸は残念なこ
と。同時代の池長孟（1891～1955年）の南蛮
美術、松方幸次郎（1865～1950年）の西洋美
術と浮世絵はよく残った、と思う。
　利藻自身の回想を紹介しておく。
〈……苦労なく育ち、父の余恵により幸福なる
地位を得たる次第なりしが、修養および苦労が
零なりしため、たちまち失脚そののち多少世間
の苦労の味を知り得て、ようやく人情の一部分
を諒解し得たるを感ず。〉註1
　長男・利之は利藻評伝を完成して語る。
〈私は父の残した負債のあと始末に心身ともに
困憊しつくした。（中略）ほんとうに“ああしんど”
である。〉註1

註1　増尾信之『光村利藻伝』　光村原色印刷所　1964年
註2　谷崎潤一郎「細雪」『谷崎潤一郎全集』第20巻　中
央公論新社　2015年
註3　『海野十三敗戦日記』　中公文庫　2005年
註4　『菊のかをり』菊水楼発行　出版年不明
註5　Web「復刻・印刷史談会32」『人間光村利藻』
https://www.jfpi.or.jp/files/user/pdf/printpia/pd-
f_part3_01/part3_01_032.pdf
註6　木村毅『財界よもやま話』築土書房1956年
註7　戸板康二『ぜいたく列伝』文藝春秋1992年
註8　鹿島茂『明治の革新者～ロマン的魂と商業～』ベス
ト新書2018年
註9　陳舜臣『神戸ものがたり』平凡社ライブラリー1998年
補註　海野（1897～1949年、本名佐野昌一）は徳島県出身、
神戸一中から早稲田大学理工学部卒。逓信省電気試験場
に勤めながら、技術書の他、探偵小説、科学小説を執筆。
引用文は適宜新字新かなに直した。
写真　晩年の光村利藻。前掲［註1］より。

光村弥兵衛・利藻（6）

海という名の本屋が消えた（108）
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